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１．協議会取組方針の変遷

奈良県■本減災協議会の経緯（熊野川上流部の総合的な減災対策協議会）

熊野川上流部では、水防災意識社会再構築ビジョンを踏まえ、沿川市村、県、気象台、近畿地方整備局で構成
される「熊野川上流の総合的な減災対策協議会」を平成30年7月に設立した。

平成29年の水防法等の一部改正により、「大規模減災対策協議会」制度が創設されたことを踏まえて、本協議
会は県内の熊野川流域における県管理河川・砂防を対象とし、平成33年度（令和3年度）までの5ヶ年で達成す
べき目標を掲げ、毎年開催する減災対策協議会にて取組状況を共有してきた。

令和2年8月には、平成31年1月の緊急行動計画の改定を受け、構成員の追加、取組方針への新規項目の追加及
び電気・通信関係に関する課題に取り組む為のライフライン防災対策連絡会との連携を協議した。

平成30年12月25日 第2回減災対策協議会にて取組方針を決定

5年間で達成すべき目標

熊野川上流部では、大規模水害・土砂災害に対し、ハード・ソフト対策を推進して「逃げ遅れゼロ」
「被害の最少化」「防災意識の向上」を目指す

目標達成に向けた取組方針

① 逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取組
② 氾濫及び土砂による被害の軽減、避難時間の確保のための取組
③ 意識の啓発及び防災教育拡充のための取組

令和2年8月31日 第4回減災対策協議会にて構成員の追加

＜変更点＞電気・通信関係に関する課題に取り組む為のライフライン防災対策連絡会との連携を図る。利水ダ
ム管理者の構成員として、関西電力（株）水力事業本部吉野水力センター、電源開発（株）西日
本支社が参画する。

２

平成30年7月11日 第１回熊野川上流の総合的な減災対策協議会を開催



３

２．取組項目の改定

「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく熊野川上流部の取組方針の作成から、昨年度に開
催した減災協議会を踏まえ、今期5カ年の取組項目の見直し(新規追加含む)を決定し、取組方針
(案)を改定した。

平成30年12月25日～ 減災対策協議会にて取組項目の進捗を確認

熊野川上流部に
おける取組方針

取組が完了した項目

取組が未完了の項目

継続的に実施する項目

新規に実施する項目

・取組目標時期がある項目（未完了項目）
・定期的に実施する項目（毎年実施等）

・流域治水や国土強靭化を踏まえた取組 等

削除

継続※掲載の要否を調整

継続

新規追加

R4年度以降の取組項目

令和3年度 5ヶ年の進捗とりまとめ、次期5ヶ年(令和4～8年)の取組項目（案）の確認（前回第8回幹事会）

令和4年度 5ヶ年の取組方針・取組項目の改定（減災協議会(書面会議））
第９回幹事会 5カ年の取組項目の進捗を確認



４

２．取組項目の改定

具体的取組 主な内容 目標時期 取組機関

洪水を河川内で安全に流す
対策に関する事項

流域貯留機能の拡大
（事前放流の実施・体制構築） 令和8年度 五條市、(電源開発)、

(近畿地整)

河川施設の老朽化・耐震化対策 令和8年度 五條市、十津川村

森林の整備・治山事業 令和8年度 五條市、奈良県

土砂災害対策に関する事項 砂防施設の老朽化・流木対策 令和8年度 十津川村、奈良県

情報伝達、避難計画等に関
する事項

上流と下流の市町村間で整合の取れた避難指示等の
発令基準の作成 令和8年度 五條市、十津川村

避難所における感染症対策 令和4年度から
順次実施 1市5村

平時からの住民への周知・
教育・訓練に関する事項

想定最大外力を対象とした洪水浸水想定区域図の策
定・公表（水害リスク情報の空白域の解消） 令和8年度 1市5村

土砂災害に関する情報伝達、
避難計画等に関する事項

大模土砂災害の監視・警戒・避難の体制構築 令和8年度 1市5村

避難訓練の実施 令和8年度 1市5村

5年間で達成すべき目標

熊野川上流部では、大規模水害・土砂災害に対し、ハード・ソフト対策を推進して「逃げ遅れゼロ」
「被害の最少化」「防災意識の向上」「被災後の早期復旧」を目指す

目標達成に向けた取組方針

① 逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取組
② 氾濫及び土砂による被害の軽減、避難時間の確保のための取組
③ 意識の啓発及び防災教育拡充のための取組
④ 被災後のライフライン等の早期復旧実現に向けた検討及び実施

新規項目



■アンケート調査の実施 奈良県

目的
①令和8年度までの次期5ヶ年で達成すべき取組項目について、達成状況や今
後の予定の把握
②今年度に実施した取組内容の把握

調査期間 令和4年12月22日～令和5年1月18日

調査様式
•様式1：策定済みの取組の進捗状況の確認
•様式2：策定済みの取組の課題等の確認
•様式3：取組内容やその他意見交換のご意見について

様式2

５

様式1 前回回答からの変更・更新内容の
記載依頼

今期5ケ年に追
加した新規項目
の記載依頼

前回回答で様式１・２の回答のうち、不
整合している項目の確認、記載依頼

様式3



■主な取組の進捗状況（アンケート整理）

１．取組項目の進捗状況（概要）

２．目標達成に向けた取組
① 逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取り組み
② 氾濫及び土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための
取り組み

③ 意識の啓発及び防災教育拡充のための取り組み
④ 被災後のライフライン等の早期復旧実現に向けた検討及び実施

奈良県

6



１．取組項目の実施状況（概要）

７
緑字：繰上げ改善した項目(令和３年度末の回答と比較し、実施予定から実施済み、または実施予定年度の前倒しへの変更)

取組項目 取組状況
１．逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行
動のための取り組み

全ての市村で実施済みの項目

ホットライン構築による県・市村の連絡体制強化、住民への情報提供の確実な実施

避難情報の発令基準の設定・見直し

住民や隣接市村に確実に伝えるため、デジタル技術等を活用した情報伝達手法の
整備（河川水位等の水防情報の集約化）

要配慮者利用施設の現状把握

避難所における感染症対策(新規項目)

半数以上の市村で実施済み･実施中の項目

要配慮者利用施設の避難計画の作成、避難訓練の実施(土砂災害含む)

全ての市村で進捗していない項目

タイムラインに基づく訓練の実施

多機関連携型タイムラインの拡充

２．氾濫及び土砂災害による被害の軽減、
避難時間の確保のための取り組み

河道内の堆積土砂の撤去を３市村で実施済み。

河川施設/砂防施設の老朽化・耐震化対策は、河川に架かる橋梁点検、砂防堰堤の
堆積土砂の撤去を３村で実施

森林の整備・治山事業として、作道整備、植樹、間伐等を１村で実施

水防団員や消防団員・水防協力団体の募集・指定の促進、地区間連携の強化は半数
以上の市村で実施

３．意識の啓発及び防災教育拡充のため
の取り組み

全ての市村で実施済みの項目

共助の仕組みの強化

土砂災害ハザードマップ作成・公表

半数以上の市村で実施済み･実施中の項目

災害リスクの現地表示：土砂災害警戒区域等の標識設置

教育、啓発活動の実施は半数以上の市村で実施

マイタイムライン・マイ防災マップの作成促進や、住民参加型の避難訓練の実施

４. 被災後のライフライン等の早期復旧実
現に向けた検討及び実施

被災後の電気、通信機能等のライフラインの早期復旧は２村で実施



取組状況

・『ホットラインの構築による連絡体制の強化、住民への情報提供の確実な実施』、『避難情報の発令基準の設定・見直し』、
『デジタル技術等を活用した情報伝達手法の整備』は全市村で実施済み。
・『避難情報の発令に着目したタイムラインの作成･更新』（目標年度･令和５年度)は、五條市が実施。
・『情報提供場所の理解促進(気象庁HPを市村HPに貼り付け)』(目標年度･令和４年度)は、3市村が実施。
・『要配慮者利用施設の避難計画の作成、避難訓練の実施』は(目標年度･令和４年度)は、野迫川村が未実施。

①逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取り組み

8
実施済み

未定

①-１．情報伝達、避難計画等に関する事項
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避難情報の発令に着目したタイムラインの作成・更新

情報提供場所の理解促進

デジタル技術等を活用した情報伝達手法の整備

要配慮者利用施設の避難計画の作成、避難訓練の実施

五條市

下北山村

五條市
下北山村

五條市
下北山村
上北山村

野迫川村
下北山村

野迫川村

五條市

野迫川村

五條市
十津川村は
避難訓練も
実施

五條市

２．目標達成に向けた取り組み
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第7回(R3.3) 第8回(R4.3) 第9回(R5.3)

取組状況
・『広域避難に向けた調整』は五條市と十津川村で協定が締結されている。
・新規項目の『避難所における感染症対策』は全市村で実施されている。

①逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取り組み

9

実施済み

未定

①-１．情報伝達、避難計画等に関する事項

広域避難に向けた調整

五條市
十津川村

自治体 避難所における感染症対策

五條市 専用避難所の設置、資機材の備蓄、担当職員の体制構築

天川村 アルコール消毒液、マスク等の設置。

野迫川村 アルコール消毒液、マスク等の設置。

十津川村 アルコール消毒液、間仕切りテント等を配備

下北山村 アルコール消毒液の備蓄や避難スペースの仕切り

上北山村 アルコール消毒液やパーテーション等の備蓄

避難所での感染症対策
(五條市広報2022年5月)取組が進んでいる



①逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取り組み

10

①-１．情報伝達、避難計画等に関する事項

自治体 デジタル技術を活用した情報伝達方法 住民へ提供している情報の内容 要配慮者利用施設の避難訓練の内容

五條市
防災行政無線・緊急速報メール（エリア
メール）・ＦＭラジオ・ホームページ・市
公式ＬＩＮＥ

注意喚起情報・避難情報
水害避難訓練８施設、土砂災害避難訓練３
施設

天川村
防災行政無線、ケーブルテレビ、その他発
令前に各自治会長に電話連絡

気象情報（台風の動きなど）、避難情報 －

野迫川村 告知端末放送により提供 警報発令、避難情報等 －

十津川村 HP、防災行政無線 避難勧告等の気象情報
土砂災害を想定した訓練を実施
（避難経路確認訓練、垂直避難訓練）

下北山村
FM告知機、屋外スピーカー、緊急速報メー
ル

避難情報 －

上北山村
防災行政無線、タブレット端末による周知
ライブカメラ等による河川映像の配信

－ －

避難支援個別計画作成の協力依頼
(五條市広報:2022年9月)

福祉避難所新しい
運用の広報

(十津川村広報2022年4月)

情報伝達について
市町村の取組が
進んでいる



①逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取り組み
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①-１．情報伝達、避難計画等に関する事項

デジタル技術を活用した情報伝達方法
－防災行政無線による情報伝達－

デジタル技術を活用した情報伝達方法
－ライブカメラの河川映像配信－

ライブカメラによる
河川状況の確認
（上北山村HP）

親局は天川村役場放送室にあり、各種放送を行っている。親局設備には専
用の自家発電機が備え付けられており、停電していても放送が継続するこ
とができる。画像は天川村HP

気になる地域を
クリックすれば
詳細ページへ

奈良県河川情報システム



①逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取り組み

取組状況
・『土砂災害ハザードマップ作成・公表』は、全市村で実施。
・新規項目の『土砂災害ハザードマップに基づく避難訓練の実施』は野迫川村が実施。

12

実施済み

未定

土砂災害ハザードマップ作成・公表

①-１．情報伝達、避難計画等に関する事項
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野迫川村

１

５

土砂災害ハザードマップに基づく
避難訓練の実施

天川村土砂災害ハザードマップ

ハザードマップに避難時の
注意箇所、前兆現象のポ
イント等を表示



自治体 水位計、量水標、河川カメラの増設希望箇所 避難路、避難場所の安全対策の強化策

五條市 － 県との急傾斜対策事業（測量、設計）

天川村 － 以前に該当の整備を実施、昨年度は未実施。

野迫川村 － －

十津川村 － －

下北山村 － 危険個所の確認及び改善

上北山村 河川カメラ：北山大橋（河合）、御陵橋（小橡）(設置済み) －

取組状況
・『簡易水位計等のデジタル技術等を活用した降雨予測など』は３市村で実施。
・『避難路、避難場所の安全対策の強化』は３年前より五條市、下北山村で実施。

①逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取り組み

13

実施済み

未定

①-２．円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項

簡易水位計等のデジタル技術等の活用
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避難路･避難場所の安全対策の強化

五條市
下北山村
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①逃げ遅れゼロに向けた的確な避難行動のための取り組み
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①-２．円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項

民間施設を活用した避難場所・の指定及び周知事例

民間施設の協力による指定避難所
ゴルフ場・学校法人 等

（五條市洪水・土砂ハザードマップより抜粋）

実施済み

未定

民間施設を活用した避難場所・避難経路の指定及び周知等

五條市
十津川村

五條市
野迫川村
十津川村

五條市
天川村

取組状況 ・『民間施設を活用した避難場所・避難経路の指定及び周知等』は２市村で実施または調査中。

自治体 民間施設の避難場所や避難経路の指定・更新例

五條市
避難場所は指定済み、経路については未指定。複数の民間施設の
避難場所指定及びハザードマップ等での周知。

天川村 民間施設への災害時受入可能かの調査

野迫川村 －

十津川村
R2は、コロナ対策事業として、避難所の三密防止事業で民間施設
（宿泊施設）を指定していたが、R3以降は事業を実施しておらず、
指定も行っていない。

下北山村 －

上北山村 －



②氾濫及び土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための取り組み

取組状況

・『河道内樹木の伐採や河道内堆積土砂の除去等』(奈良県)は３市村でも河床の土砂撤去を実施。
・新規項目の『河川、砂防施設の老朽化、耐震化対策』(五條市、十津川村、県)は３村でも河川に架かる橋梁点検、砂防堰堤の
堆積土砂の撤去を実施。
・新規項目の『森林の整備・治山事業』(五條市、県)は野迫川村でも作業道整備、植樹、間伐などを実施。
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五條市

実施済み

未定

野迫川村
・橋梁点検

五條市
下北山村
上北山村

五條市

天川村
下北山村
・堰堤の除石

下北山村
・作業道整備
・植樹
・間伐

河道内樹木の伐採や河道内堆積土砂の除去等 河川施設の老朽化、耐震化対策

砂防施設の老朽化、耐震化対策森林の整備・治山事業

②-１．ハード対策の主な取組

１

５

１

５

２

４



自治体 水防団、消防団の募集方法、課題 情報伝達訓練の内容 実働水防訓練、避難訓練の内容

五條市
広報等で継続して募集
団員の減少・高齢化が進行

－
土のう積み、道路啓開、倒壊家屋救助訓練
等(年１回)

天川村
転入者・帰省者へ消防団による積極的な
呼びかけ

消防団・伝達訓練 消防団員・資機材の点検

野迫川村 － 情報伝達の順番等の確認 －

十津川村 － － －

下北山村 団員確保のため、団員個々が精力的な勧誘 防災無線による通信試験(月１回程度) －

上北山村 移住者へ消防団員から直接入団の声掛け － －

３-２．水防体制に関する事項

３ ３

関係機関が連携した実働水
防訓練の実施(点検含む)

団員募集、指定の促進、
地区間連携強化の実施

水防団、消防団との
情報伝達訓練の実施

１

５

４
２

実施済み

未定

十津川村 天川村
野迫川村
下北山村

五條市
天川村

取組状況

水防団・消防団の減少、高齢化が課題
・『水防団員、消防団員の募集、地区連携強化』は十津川村を除く５市村で実施中。
・『水防団、消防団との情報伝達訓練』、実働水防訓練は半数の自治体で実施。
・『関係機関が連携した実働水防訓練の実施』は五條市、天川村で実施。
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②氾濫及び土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための取り組み



②-２．水防体制に関する事項

②氾濫及び土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための取り組み

防災訓練の実施例地域防災力強化のための消防車両

17奈良県総合防災訓練（土のう積み訓練）

五條市総合防災訓練の実施
国土交通省や陸上自衛隊、県警等参加

（五條市広報：2017年8月）

（一社）日本損害保険協会から寄贈された消防車両
（下北山村HP）



自治体 斜面崩壊による河道閉塞に備えた体制 土砂災害を想定した避難訓練の内容
土砂災害危険箇所の情報提供と

共同点検の内容

五條市 －
年１回。総合防災訓練（土のう積み、道路
啓開、倒壊家屋救助訓練等）

－

天川村
関西電力との覚書（障害物除去に関するも
の）締結調整中

令和元年12月7日に訓練を実施（奈良県砂
防・災害対策課、建設コンサルタント）

H30、地域住民、現場視察

野迫川村 － 平成３０年までは実施 －

十津川村 － － －

下北山村 － － －

上北山村
職員及び消防団員による定期的な河川水位
の確認

－ －

②-３．土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための防災活動の取組に関する事項

斜面崩壊による河道閉塞に備えた体制の確保 関係機関が連携した土砂災害を想定した避難訓練

実施済み

未定

取組状況
・『斜面崩壊による河道閉塞に備えた体制の確保』は下北山村、上北山村で実施。
・『関係機関が連携した土砂災害を想定した避難訓練』は五條市、天川村、野迫川村で実施。
・『土砂災害危険箇所の情報提供と関係市村等との共同点検』は天川村が実施。
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②氾濫及び土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための取り組み

下北山村
上北山村

下北山村下北山村

五條市、天川村、野迫川村



②-３．土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための防災活動の取組に関する事項

土砂災害危険箇所の情報提供と関係市村等との共同点検

取組状況
・『斜面崩壊による河道閉塞に備えた体制の確保』は下北山村、上北山村で実施。
・『関係機関が連携した土砂災害を想定した避難訓練』は五條市、天川村、野迫川村で実施。
・『土砂災害危険箇所の情報提供と関係市村等との共同点検』は天川村が実施。
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②氾濫及び土砂災害による被害の軽減、避難時間の確保のための取り組み

現地点検の事例と防災マップ（天川村）
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取組状況

・『災害リスクの現地表示』(水害･土砂災害)は、昨年度より十津川村加えた４市村で実施。
・『教育・啓発活動の実施』は昨年度より天川村、下北山村を加えた５市村で実施。
・『共助の仕組みの強化』は昨年度より十津川村が加わり、全市村で実施。
・『住民参加型の避難訓練』は下北山村を加えた４市村で実施。

③意識の啓発及び防災教育拡充のための取り組み

20
実施済み

未定

○平時からの住民への周知・教育・訓練に関する事項

災害リスクの現地表示』(水害･土砂災害) 教育・啓発活動の実施

共助の仕組みの強化 住民参加型の避難訓練

五條市
野迫川村
十津川村

上北山村

十津川村
下北山村
上北山村

十津川村

十津川村
上北山村

十津川村
下北山村
上北山村

十津川村
下北山村
上北山村

下北山村
上北山村

五條市
野迫川村
十津川村

五條市
野迫川村
は訓練も
実施

十津川村
下北山村
上北山村

十津川村
下北山村
上北山村



③意識の啓発及び防災教育拡充のための取り組み

21

○平時からの住民への周知・教育・訓練に関する事項

天川村における紀伊山系砂防
事務所による小中学生を対象
にした防災学習会
(天川村広報:2022年7月)

野迫川村における紀伊山系
砂防事務所による小中学生を
対象にした防災学習会
(野迫川村広報:2023年1月)

自治体
マイタイムライン･マイ防災
マップの作成機会

住民参加型の避難訓練の
実施状況

教育、啓発活動の開催内容 共助の強化例

五條市
自主防災会、小中学生への講習を
実施

学校、要配慮者利用施設を対象に
不定期で実施

自主防災会、小中学生への講習を
実施

高齢福祉に関する協議会との協働、
自主防災会を各地区に設置、防災
リーダー育成研修参加に対する支
援を実施

天川村
平成23年紀伊半島大水害以降、各
自治会で防災マップの作成にあ
たって、ワーキングを開催

令和4年度は実施していない。今後、
実施したい。 授業にて実施 避難時の声かけ・誘導

野迫川村
防災マップを集落ごとに作成し、
住民に配布。

平成３０年までは全地区実施をし
ていた。コロナ禍になり実施でき
ていないが、今後再開を検討して
いる。

紀伊山系砂防事務所職員による小
中学生を対象にした災害現場の視
察

避難時の消防団からの声かけ、誘
導

十津川村 －
近畿総合通信局との共同訓練に小
中学生、村民参加

土砂災害について県砂防課による
出前講座

自主防災組織の結成、活動に対し
て補助を実施

下北山村 － － 年１回程度、授業にて実施 自主防災組織への支援等

上北山村 － － － 避難時の声かけ・誘導



③意識の啓発及び防災教育拡充のための取り組み
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○平時からの住民への周知・教育・訓練に関する事項

『災害リスクの現地表示(まるごとまちごとハザードマップ等)』

－夜間・停電時の安全対策－

蓄光式の避難所表示看板を整備
（天川村）

マイタイムライン･マイ防災マップの作成機会
－住民への作成呼びかけ－

ホームページでのマイタイムライン作成の呼びかけ
（五條市）

近畿総合通信局と十津川村との共同防災訓練
小中学生や村民を対象に機器操作を体験(十津川村広報:2022年12月)

近畿総合通信局と十津川村との共同防災訓練



取組状況
・『被災後の電気、通信機能等のライフラインの早期復旧』は、本協議会において継続的に議論する項目。
・令和４年１２月時点では十津川村、下北山村で実施。

④被災後のライフライン等の早期復旧実現に向けた検討及び実施

23

十津川村ではヤフー(株)と災害協定を締結
(十津川村広報:2022年5月)

被災後の電気、通信機能等のライフラインの早期復旧
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○被災後の電気、通信機能等のライフラインの早期復旧


